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やさしさと思いやりで笑顔がいっぱい 
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3学期始業式をおこないました  

 

 令和６年が始まりました。１７日間という冬

休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が

もどってきた９日、本校では始業式を行いまし

た。 

校長からは、①能登半島地震のこと、②冬休

みにどのように過ごしたか、③辰年の今年は、

新しいことに挑戦してほしいこと、④大谷翔平

選手からのプレゼント、の４点について話をし

ました。 

大谷選手から贈られたグローブを紹介する

ときは、ソフトボール

部所属の６年 T.K さ

ん、T.Kさんの二人に、

ステージ上でキャッチ

ボールをしてもらい、

その使い心地について

感想を言ってもらいま

した。 

 

その後、児童代表の言葉を、2年 N.Tさんと

4年 Y.Yさんが発表しました。 

 

 

【Tさん】 

２年生になって

４月から頑張って

きたことは二つあ

る。一つ目は挨拶。

校長先生や廊下で

会う先生方にも元

気よく挨拶している。すると先生方からも返

事が返ってくるので毎朝気持ちがいい。二つ

目は漢字。２学期に習った６７文字の漢字を

きれいに書くことを意識した。その中で好き

な漢字は「海」。自分の名前にそれが入って

いるからだ。3学期にもっと頑張りたいこと

は、困っている人を助けること。２学期は困

っている人にやさしく声をかけると、「あり

がとう」と言ってもらうことがありうれしか

った。３学期も進んで助けたい。また、１年

生のお手本になれるように頑張ってきた。残

り３か月も、友達と仲良く、いろいろなこと

を頑張っていきたい。 

 

【Yさん】 

２学期に頑張っ

たことは、「もくも

く掃除」と漢字を

丁寧に書くこと。

３学期に頑張りた

いことは三つ。一

つ目は発表。少し自信がなくても発表するよ

うにしたい。二つ目は学級目標を意識するこ

と。「協力・笑顔・思いやり・助け合い」の

中の「助け合い」を３学期は特に意識したい。

そのために困っている人に声をかけること

を意識して、笑顔いっぱいのクラスにした

い。三つ目は挨拶。２学期は大きな声ではき

はきと挨拶をすることができなかったので、

３学期はそれができるように心がけたい。 

 

 

二人とも、「挨拶を頑張ること」や「困って

いる人を助ける」といった目標を堂々と発表し

てくれました。この通信の題名にもなっている

「やさしさと思いやりで笑顔がいっぱい」とい

う学校教育目標をしっかり意識した決意表明

をしてくれた二人を、とても心強く思いました。 

 

３学期は、学校に来る日は５０日余りです。

短い学期となりますが、次の学年への進級に向

けた橋渡しの期間としてしっかり指導してい

きますので、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 


